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文責：橋本

昨日に引き続き、PTA給食試食会で出たご意見ご感想を紹介します。

２　児童の給食時間を見ての感想をお聞かせ下さい。
・
→ 1日の食事のうちの大事な1回として、学校でもこれから食事のマナーの指導に力を入れていきたいと思いますが、
ご家庭の方でも望ましい食習慣や食事のマナーの指導をよろしくお願いします。

・ 最初は大人しく座っていると思いましたが、時間がたつにつれて騒がしくなるのはまだしょうがないのかな？
→ BGMで音楽を流しているのですが、その音楽が聞こえる程度のおしゃべりはOKということにしていますが・・・

ランチルームの方では人数も多く、だんだん騒がしくなる傾向があるので、今後の課題として取り組んでいきたいと思います。

・ 配膳役の人の髪の毛や身なりをもう尐し厳しくしてもいいのでは？
→ はい。しっかり指導していきます。

・ 子どもたちは服を用意しているのにそのままの服で配膳をしている先生がいるのはどうか…
→ 給食当番の指導にあたる教職員は白衣、帽子、マスクをして指導にあたります。食べる直前に子どもによって細かな量の調節を

学級担任（学級で給食当番以外の児童を指導する）が行う際にはマスクだけはするようにしました。

・ 当番の準備の手順が、手を洗う⇒給食着を着るになっていますが、せっかくキレイに洗った手で髪などを
触っているし、そこは尐し工夫が必要がいるのかなと思いました。

→ 手洗い場が尐なく、給食当番は手を洗ってから給食準備（服装を整える）にかかるようにしています。

現状で、できるところから衛生的な方法へ変えていきたいと思います。

・ 配膳の見本を黒板に示しているのにおちゃわんが反対、
はしの向きが反対になっていました。

→ 見本も、もっとわかりやすくしたいと思います。

・ 食事の時間に余裕がほしい。15分は短すぎる。30分はほしい。
・ 家での食事の時間が長いので、給食の時間内にきちんと食べられているのか心配です。
→ 全体として、食事の時間（「いただきます」から「ごちそうさま」まで）を15～20分とっています。その時間の中で食べきれなかった

児童も、時間が来て終わり…でなく、10分程度延長して食べきれるようにしています。

・ 盛り付けに差が出ているように感じた。量を食べたがらない子でも基本的な量は一定に保って
しっかりと食べられるようにしてほしいです。

→ 給食の量が多いと感じる子が多く、初めは給食が負担にならないよう、量を加減していました。小学生の場合は特に身長・体重

食事量など個人差が大きく、給食量も最低ラインは保ちながら、個人に合った量が食べられるよう工夫していきたいと思います。

・ “野菜を食べられるようになった”という声が聞かれ、給食効果!!と驚き、また、嬉しく思いました。
先に野菜だけを食べている子どもたちがいて、驚きました。ランチタイムのリラックスした姿、
みんなの笑顔が見られて嬉しかったです。

・ 夏場の給食ルームは暑そうです。クーラーがつく予定はあるのでしょうか？
→ 今週の土曜日にランチルーム、家庭科室の両方にクーラーがつく予定です。

～給食に関するご意見、ご感想などをお寄せください～

　　　年　名前食育つうしん返信らん

みんなで楽しくおいしそうに食べていました。家でもそうですが、左手を使わないことが多いので注意していきたいです。
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